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概要 

RPA イニシアチブの成功は、プロジェクトが適切に構成されているか否かによって左右されま

す。プラスの結果を得るには、自動化に適したプロセス、つまり正しく定義されたステップから

構成され、例外の発生率が低い、十分に練られたプロセスを選択し、明確なドキュメント (ソ

リューション設計書や業務プロセス定義書) を作成することに加えて、実装自体の品質も高める

必要があります。 

さまざまな RPA の実装にはそれぞれに特色がありますが、たいていの成功したプロジェクトに

は、一連の共通した実践事項が見られます。プロジェクトを支障なく実装し、理解し、保守する

には、そのような共通の実践事項の中でも特に、柔軟な構成、堅牢な例外処理、意義のあるログ

が重要です。また、大規模な実装の場合は、処理されるデータ量のためスケーラビリティも重要

な要素になります。 

Robotic Enterprise Framework (REFramework) は、これらの重要な実践事項を網羅した

UiPath Studio テンプレートであり、ほとんどの RPA プロジェクト、特にスケーラブルな処理

が必要なプロジェクトの出発点として使用できます。REFramework はあらゆるプロセスに合

わせて調整できますが、その利点はトランザクション プロセスを実装する場合に特に顕著にな

ります。トランザクション アイテムは互いに独立しているため、トランザクション レベルで例

外を処理し、ログを管理し、処理済みの各アイテムの詳細情報を提供できます。そして、失敗し

たトランザクションを簡単にリトライしたり、最終的にはスキップしたりできます。 

このガイドでは、現実的なユース ケースと実際の例を使って、フレームワークを詳しく説明し

ます。最初に「トランザクションの処理」でさまざまな種類のプロセスを紹介し、それらと 

REFramework の関連について説明します。その後に「主要な機能」で、フレームワークの主な

特徴について概説します。次に、フレームワークを構成するワークフローについて「アーキテク

チャ」で詳しく説明します。「フレームワークを使用する」では、フレームワークの実際の使用

方法を明らかにし、2 つの例を順を追って説明します。次の「テスト フレームワーク」では、

フレームワークの単体テスト機能の使用方法について説明します。最後の「拡張機能の配布とサ

ポート」では、配布とサポートに関連するフレームワークのライセンスとポリシーについて規定

します。 

トランザクションの処理 

業務プロセスにはそれぞれの特性がありますが、通常は、データを処理する際の特定のステップ



  

   

 

を繰り返す方法に基づいて分類できます。 

たとえば、ユーザーが指定した PDF ファイルから特定のデータを抽出し、そのデータを Web 

システムに入力する業務プロセスを考えてみましょう。この場合、別の PDF ファイルからデー

タを抽出するには、ユーザーがプロセスを再度実行し、新しいファイルを入力として渡す必要が

あります。 

ただし、ユーザーが 1 つの PDF ファイルではなく複数の PDF ファイルを一括で指定すると、

まとめて指定した各ファイルに対して同一の処理ステップが繰り返し実行されます。この場合、

各 PDF ファイルを互いに独立した状態で処理できるのであれば、このプロセスにおいて各ファ

イルは 1 つのトランザクションであるといえます。つまりトランザクションは、単独で処理で

きる単一の作業単位を表します。 

トランザクションの種類はプロセスによって異なりますが、重要なのは、自動化対象のプロセス

内のトランザクションを明確に定義することです。REFramework ではトランザクション処理

が元から考慮されており、[トランザクションを処理] ステートに定義されている同一のステッ

プが各トランザクションに対して実行されます。「ステート」では、トランザクションのソース

の指定方法と各トランザクションの処理方法について詳しく説明します。 

主要な機能 

REFramework は容易なトランザクション処理の手段を提供するだけでなく、安定したスケー

ラブルな自動化プロジェクトの実装に役立つ、設定、ログ、例外処理などの機能を備えています。 

設定 

簡単にプロジェクトを保守し、すばやく構成値を変更できるように、構成値をワークフロー自体

から分離しておくことをお勧めします。構成ファイルにプロジェクト全体で使用するパラメー

ターを定義すれば、ワークフローに値をハードコードせずに済みます。 

REFramework には Config.xlsx という名前の構成ファイルが付随します。このファイルは、

Data フォルダーに格納されており、プロジェクトの構成パラメーターを定義するために使用

できます。 

これらのパラメーターは、Main.xaml ファイルの Config ディクショナリ変数に読み込まれ

ます。このディクショナリは、フレームワークの他のファイルにも引数として渡されます。 

簡単に操作できるように、この構成ファイルは 3 つのシートを持つ Excel ブックになってい



  

   

 

ます。 

• Settings: プロジェクト全体で使用される設定値で、通常は使用環境によって内容が変

わります。たとえば、キューの名前、フォルダー パス、Web システムの URL などで

す。 

• Constants: ワークフローのすべてのデプロイで同じであると想定される値です。たと

えば、特定の画面に入力する部門名や銀行名です。 

• Assets: Orchestrator のアセットとして定義される値です。 

Settings シートと Constants シートの行は、フレームワークの初期化段階で Config ディ

クショナリに読み込まれるキーと値を表します。Name 列に構成のキーを指定し、Value 列に

そのキーに関連する値を指定します。Description 列には行の説明が表示されますが、この説

明はディクショナリには含まれません。表 1 に、Constants シートに定数を定義する例を示

します。 

表 1: 定数の例 

Name Value Description 

Department 経理 既定の部署名です。 

Bank Code ABC123 支払いに使用する銀行コードです。 

 

たとえば、Constants シートに部門名の定数を追加します。名前は「Department」、値は「経

理」、説明は「既定の部署名です。」とします。その後、ワークフローの実装中に、開発者は

「Config("Department")」を使用して「経理」という値を取得できます。図 1 は、構成ファ

イル Config.xlsx と Config ディクショナリの関係を示しています。 



  

   

 

Config.xlsx 構成ファイル 

Name Value Description 

Department 経理 既定の部署名です。 

BankName ABC 銀行 既定の銀行名です。 

 

Config ディクショナリ 

キー 値 使用法 

Department 経理 Config("Department").ToString 

BankName ABC 銀行 Config("BankName”).ToString 

 

図 1: Config.xlsx と Config ディクショナリの対応 

多くの定数が既定で定義されており、Description 列に定数の目的が詳述されています。その

中で特に重要なのは MaxRetryNumber です。この定数には、システム例外で失敗したトラ

ンザクションの処理をロボットがリトライする回数を指定します。詳しくは、「例外処理および

例外からの回復」をご覧ください。 

トランザクションのソースとして Orchestrator キューを使用する場合、MaxRetryNumber 

の値は「0」である必要があります。「0」は、Orchestrator でリトライを管理することを示し

ます。キューを使用しない場合、MaxRetryNumber の値を望ましいリトライ回数を表す整数

に変更する必要があります。 

Assets シートは他の 2 つのシートと異なり、Name 列に Config ディクショナリに含める

キーを指定し、Value 列に Orchestrator に定義されているアセットの名前を指定します。 

図 2 は、Orchestrator で定義されているアセット、Config.xlsx ファイルの Assets シート

でのアセットの定義、および Config ディクショナリを使ったワークフローでのアセットの参

照方法の関係を示しています。 



  

   

 

Orchestrator のアセット 

アセット名 型 値 説明 

CountryName Text 日本 既定の国名です。 

 

Config.xlsx 構成ファイルの Assets シート 

Name Asset Description 

CountryAsset CountryName 既定の国名です。 

 

Config ディクショナリ 

キー 値 使用法 

CountryAsset 日本 Config("CountryAsset”).ToString 

 

図 2: Orchestrator のアセット、Config.xlsx、および Config ディクショナリの関係 

たとえば、Orchestrator に CountryName というアセットがあり、Assets シートに Name 

列が「CountryAsset」で Value 列が「CountryName」の行があるとします。初期化段階で、

CountryName アセットの内容が取得され、Config ディクショナリの CountryAsset キーに

対応する値として挿入されます。 

上記の例では、Orchestrator のアセット名 (CountryName) と対応するディクショナリ キー 

(CountryAsset) に異なる名前が使用されていますが、双方に同じ名前を使用することが一般的

です。同じ名前を使えば構成ファイルの保守が容易になり、開発中に名前の間違いが少なくなり

ます。 

Assets シートはほとんどの型のアセットに対応していますが、Credential 型のアセットは指

定できません。資格情報にはユーザー名とパスワードの 2 つの値があるためです。

Orchestrator に定義されている資格情報アセットを使用するには、Settings シートにアセッ

トを含めます (図 3)。Name 列に Config ディクショナリのキーを、Value 列に資格情報ア

セットの名前を、Description 列に資格情報の説明を指定します。ワークフローの実装で [資

格情報を取得] アクティビティを使用して、Orchestrator から資格情報を取得します。 



  

   

 

Orchestrator の資格情報アセット 

アセット名 型 ユーザー名 パスワード 説明 

System1Credential Credential UserABC Pass123 System1 にアク

セスするための資

格情報です。 

 

Config.xlsx 構成ファイルの Settings シート 

Name Value Description 

System1Credential System1Credential ACME System 1 の資格情報です。 

 

Config ディクショナリ 

キー 値 使用法 

System1Credential System1Credential Config("System1Credential").ToString 

 

図 3: Orchestrator の資格情報アセット、Config.xlsx、および Config ディクショナリの関係 

Config.xlsx の最後の注意点ですが、構成ファイルは暗号化されていないため、資格情報を直

接格納しないでください。代わりに、Orchestrator のアセットまたは Windows の資格情報マ

ネージャーを使用して機密データを保存する方が安全です。 

ログ 

自動化プロジェクトでログを適切に使用すると、アクションやイベントの可視性、デバッグの容

易性、監査の意義が向上するなど、さまざまな利点があります。 

REFramework には包括的なログ構造が組み込まれており、さまざまなレベルで [メッセージ

をログ] アクティビティを使用することで、トランザクションの状態、例外、およびステート間

の遷移を出力できます。使用されるログ メッセージのほとんどに、Config.xlsx ファイルの 

Constants シートに構成する静的な情報が含まれます。 

ロボットが生成するメッセージに含まれる通常のログ フィールド (ロボット名やタイムスタン

プなど) に加えて、追加のカスタム ログ フィールドを使用して、各トランザクションに関する



  

   

 

デ ー タ を 追 加 で き ま す 。 処 理 対 象 の 新 し い ト ラ ン ザ ク シ ョ ン を 取 得 す る と き 、

GetTransactionData.xaml ファイルでカスタム ログ フィールドである TransactionId、

TransactionField1、および TransactionField2 の値を定義できます。 

図 4 に、SetTransactionStatus.xaml ファイルの一部を示します。このファイルで、[ログ 

フィールドを追加] アクティビティを使用してカスタム フィールドをログ メッセージに追加

します。[メッセージをログ] アクティビティを使用した後、追加されたフィールドは [ログ 

フィールドを削除] アクティビティによって削除します。これにより、単一のトランザクション

に関する追加フィールドが確実に 1 回のみ出力されることになるため、このようなデータを使

用した集計に影響を与えるおそれがある、ログの重複が防止されます。 

 

図 4: カスタム ログ フィールドの追加と削除 

カスタム ログ フィールドの使用は任意ですが、トランザクションの補足情報を追加しておけ

ば、デバッグやトラブルシューティングに役立つ可能性があります。 

また、これらのカスタム ログ フィールドは業務報告に活用できます。たとえば、請求書をトラ

ンザクションとして扱うプロセスで、請求書番号を TransactionId フィールドに割り当てる

ことができます。また、請求日を TransactionField1 に、合計を TransactionField2 に割

り当てることができます。このようなデータを基に生成されるログを使用して、1 か月のうち多



  

   

 

数の請求書が処理された日や、特定期間内に処理された総合計額を示す視覚資料を作成できま

す (図 5)。 

 

図 5: カスタム ログ フィールドを使用したレポートの例 

ログは暗号化されず、漏えいした場合はプライバシーの問題につながる可能性があるため、機密

データをログに含まないでください。 

例外処理および例外からの回復 

REFramework には堅牢な例外処理スキームが備わっており、例外から自動的に回復したり、

回復不可能な例外が発生した場合は、トランザクションの状態を更新して実行を正常終了した

りできます。この機能はログ機能と密接に関連しており、例外に関するすべての情報が適切に記

録されるため、分析と調査に活用できます。 

フレームワークの実行中に発生する例外は、次の 2 つのカテゴリに分かれます。 

• ビジネス例外: この種の例外は BusinessRuleException クラスによって実装され

ます。自動化対象の業務プロセスのルールに関連して問題が発生した場合に、この例外

をスローする必要があります。たとえば、ファイル付きのメールを受信するプロセスに

おいてメールにファイルが添付されていない場合、プロセスを続行できません。この場

合、開発者は [スロー] アクティビティを使用して BusinessRuleException をス

ローできます。この例外はプロセスのルールに反する問題があったことを示します。

BusinessRuleException はワークフローの開発者が明示的にスローする必要があり
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ます。フレームワークやアクティビティによって自動的にスローされることはありませ

ん。 

• システム例外: プロセス自体のルールに関連しない例外は、システム例外とみなされま

す。システム例外の例としては、タイムアウトしたアクティビティが挙げられます。ネッ

トワーク接続が低速であったり、ブラウザーのクラッシュのためセレクターが見つから

なかったりすると、タイムアウトが発生します。 

例外のカテゴリ、つまりビジネス例外かシステム例外かに応じて、トランザクションをリトライ

するかどうかが決定されます。ビジネス例外の場合、通常、トランザクションは自動的にリトラ

イされません。ビジネス ルールに関連する問題には人の介入が必要なためです。その一方でシ

ステム例外の場合、一時的な問題が原因でエラーが発生した可能性があります。また、同じトラ

ンザクションのリトライが人の介入なしで成功する可能性があります。 

フレームワークにおけるビジネス例外とシステム例外の概念は、Orchestrator におけるビジネ

ス例外とアプリケーシ ョン例外に対応します。実際、トランザクションのソースが 

Orchestrator キューである場合、システム例外の場合のリトライ回数は Orchestrator に直接

設定できます。Orchestrator を使用しない場合、「設定」で説明したように、リトライの構成は 

Config.xlsx ファイルに指定します。 

アーキテクチャ 

REFramework はステート マシンのワークフローとして実装されています。このワークフロー

では、実行の特定の状況を表すステートを定義します。特定の条件に応じてあるステートから別

のステートに実行が遷移することで、プロセスのステップを表すことができます。 

ステート 

REFramework のステートは以下のとおりです。図 6 をご覧ください。 

• 初期化: 構成ファイルを読み取り、プロセスで使用するアプリケーションを初期化しま

す。初期化が成功すると、実行は [トランザクション データを取得] ステートに遷移し

ます。エラーが発生した場合は [プロセスを終了] ステートに遷移します。トランザク

ションの処理中にシステム例外が発生した場合、エラーからの回復が試行されます。具

体的には、アプリケーションを再初期化できるように、使用されているすべてのアプリ

ケーションを閉じて [初期化] ステートに戻そうとします。 



  

   

 

• トランザクション データを取得: 処理対象の次のトランザクションを取得します。処理

対象のデータがそれ以上なかったり、エラーが発生したりすると、実行は [プロセスを

終了] ステートに遷移します。新しいトランザクションが正常に取得されると、[トラン

ザクションを処理] ステートで処理されます。 

• トランザクションを処理: 単一のトランザクションを処理します。処理の結果は、成功、

ビジネス例外、またはシステム例外です。システム例外の場合、現在のトランザクショ

ンの処理は自動的にリトライできます。結果がビジネス例外である場合はトランザク

ションがスキップされ、[トランザクション データを取得] ステートで新しいトランザ

クションの取得が試行されます。現在のトランザクションの処理が成功した場合も [ト

ランザクション データを取得] ステートに戻り、新しいトランザクションが取得され

ます。 

• プロセスを終了: プロセスを終了し、使用されているすべてのアプリケーションを閉じ

ます。 



  

   

 

 

図 6: REFramework のステートを含むステート マシン 

各ステートから、表 2 に示すワークフローを呼び出します。詳しくは、「ワークフロー」をご覧

ください。 



  

   

 

表 2: 各ステートで呼び出されるワークフロー 

ステート 呼び出されるワークフロー 

初期化 InitAllSettings.xaml 

KillAllProcesses.xaml 

InitAllApplications.xaml 

トランザクション データを取得 GetTransactionData.xaml 

トランザクションを処理 Process.xaml 

SetTransactionStatus.xaml 

• RetryCurrentTransaction.xaml 

• TakeScreenshot.xaml 

• CloseAllApplications.xaml 

• KillAllProcesses.xaml 

プロセスを終了 CloseAllApplications.xaml 

KillAllProcesses.xaml 

 

共有変数 

表 3 に、Main.xaml ファイルで宣言され、各ステートで呼び出されるワークフローに引数と

して渡される変数を示します。 



  

   

 

表 3: 共有変数 

名前 既定の型 説明 

TransactionItem QueueItem 処理対象のトランザクション アイテ

ムです。この変数の型は、プロセスに

おけるトランザクションの種類に合わ

せて変更できます。たとえば、スプレッ

ドシートのデータを DataTable に

読 み 込 ん で 処 理 す る 場 合 、

TransactionItem の 型 を 

DataRow に変更できます (「実際の

例 2: 表形式データを使用する」の例

を参照)。また、トランザクションが処

理対象の画像ファイルへのパスである

場 合 、 TransactionItem の 型 を 

String に変更できます。 

SystemException Exception ス テ ー ト 間 の 遷 移 中 に 、

BusinessRuleException 以外の例

外を表すために使用します。 

BusinessException BusinessRuleException ステート間の遷移中に、自動化対象の

プロセスのルールに反する状況を表す

ために使用します。 

TransactionNumber Int32 トランザクション アイテムのシーケ

ンシャル カウンターです。 

Config Dictionary(String,Object) プロセスの構成データを格納するディ

クショナリ構造 (設定、定数、および

アセット) です。 



  

   

 

名前 既定の型 説明 

RetryNumber Int32 システム例外の場合に、トランザク

ション プロセスのリトライ試行回数

を制御するために使用します。 

TransactionField1 String オプションで、トランザクション アイ

テムに関する追加情報を含めるために

使用します。 

TransactionField2 String オプションで、トランザクション アイ

テムに関する追加情報を含めるために

使用します。 

TransactionID String 情報提供とログのために使用します。

この ID はトランザクションごとに

一意にすることをお勧めします。 

TransactionData DataTable スプレッドシートから取得した後な

ど、トランザクションを DataTable 

に保存する場合に使用します。 

 

Main.xaml で呼び出され、ほとんどすべてのワークフローに渡される重要な変数が Config 

ディクショナリです。この変数は [初期化] ステートで InitAllSettings.xaml ワークフロー

によって初期化され、Config.xlsx ファイルで宣言されるすべての構成を保持します。ディク

ショナリであるため、Config の値には「Config("Department")」や「Config("System1_URL")」

のように指定して、キーからアクセスできます。Config.xlsx ファイルの Description 列の

値はディクショナリに含まれないことに注意してください。 

ワークフロー 

ここでは、REFramework を構成するワークフローについて、その概要、目的、引数などを詳し

く説明します。該当する場合は、トランザクション アイテムの型が QueueItem でないとき

に修正すべき箇所についても説明します。 



  

   

 

Framework\InitAllSettings.xaml 

このワークフローは Framework フォルダーにあり、プロジェクトで使用される Config (構

成) ディクショナリを初期化、事前設定、および出力します。設定と定数はローカルの構成ファ

イル Data\Config.xlsx から読み込まれ、アセットは Orchestrator から取得されます。設定

や定数と同じ名前のアセットが存在する場合、アセットの値が優先されます。表 4 に、

InitAllSettings.xaml で使用される引数を示します。 

表 4: InitAllSettings.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_ConfigFile 設定、定数、およびアセットを定義する

構成ファイルのパスです。 

"Data\Config.xlsx" 

in_ConfigSheets 構成ファイルに含まれる、設定および定

数が記載されているシートの名前です。 

{"Settings","Constants"} 

out_Config プロセスの構成データ (設定、定数、お

よびアセット) を格納するディクショナ

リ構造です。 

既定値なし 

 

構成ファイルが見つからないなど、このワークフローの実行中に例外が発生すると、[初期化] 

ステートの [トライ キャッチ] アクティビティで検出され、[プロセスを終了] ステートに実

行が遷移します。 

Framework\KillAllProcesses.xaml 

設定を初期化した後で主要なプロセスを開始する前に、システムを確実にクリーンな状態にす

るためのアクションを実行できます。このアクションは [プロセスを強制終了] アクティビティ

を使用して実行します。このアクティビティにより、業務プロセスで使用されるアプリケーショ

ンの Windows プロセスが強制的に終了されます。プロセスを強制終了すると、ファイルに保

存する前のデータが失われるなど、望ましくない結果が生じるおそれがあることに注意してく

ださい。KillAllProcesses.xaml ワークフローは Framework フォルダーにあり、このよう

なクリーンアップ ステップを実装できます。 



  

   

 

このワークフローの名前には「KillAllProcess (すべてのプロセスを強制終了)」とありますが、

使用されるすべてのプロセスを必ずしも強制終了する必要はありません。また、システムをク

リーンな状態に戻すには、他のステップを使う方が適切である場合もあります。最終的には、ク

リーンアップのステップは業務プロセスの要件によって左右されます。 

Framework\InitAllApplications.xaml 

InitAllApplications.xaml ワークフローは Framework フォルダーにあり、プロセスの実

行中に操作するアプリケーションを初期化できます。[アプリケーションを開く] や [ブラウ

ザーを開く] などのアクティビティを含めることも、ログインや認証などのアクションを実装

する他のワークフローを呼び出すこともできます。 

表 5 に、このワークフローが受け取る唯一の引数である Config (構成) ディクショナリを示

します。Config には、Web アプリケーションの URL など、特定のアプリケーションの起動

に必要なデータを格納できます。 

表 5: InitAllApplications.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_Config プロセスの構成データ (設定、定数、および

アセット) を格納するディクショナリ構造

です。 

既定値なし 

 

Framework\GetTransactionData.xaml 

このワークフローは Framework フォルダーにあり、指定されたソース (Orchestrator 

キュー、スプレッドシート、データベース、メールボックス、または Web API) からのトラン

ザクション アイテムの取得を試行します。 

残りのトランザクション アイテムがない場合は引数 out_TransactionItem を「Nothing」

に設定し、[プロセスを終了] ステートに遷移します。使用される引数については表 6 をご覧く

ださい。 



  

   

 

表 6: GetTransactionData.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_TransactionNumber トランザクション アイテムのシーケン

シャル カウンターです。 

既定値なし 

in_Config プロセスの構成データ (設定、定数、お

よびアセット) を格納するディクショ

ナリ構造です。 

既定値なし 

out_TransactionItem 処理対象のトランザクション アイテム

です。 

既定値なし 

out_TransactionField1 オプションで、トランザクション アイ

テムに関する追加情報を含めるために

使用します。 

既定値なし 

out_TransactionField2 オプションで、トランザクション アイ

テムに関する追加情報を含めるために

使用します。 

既定値なし 

out_TransactionID 情報提供とログのために使用します。こ

の ID はトランザクションごとに一意

にすることをお勧めします。 

既定値なし 

io_TransactionData スプレッドシートから取得した後など、

トランザクションを DataTable に保

存する場合に使用します。 

既定値なし 

 

繰り返しのないプロセスなどでトランザクションが 1 つしかない場合は、[条件分岐] アク

ティビティを追加して引数 in_TransactionNumber の値が「1」である (そのトランザク

ションが最初で唯一のものである) かどうかを確認し、トランザクション アイテムを 

out_TransactionItem に代入します。in_TransactionNumber の値が「1」以外のときは、

out_TransactionItem を「Nothing」に設定します (図 7)。 



  

   

 

 

図 7: 繰り返しのないプロセスの場合の GetTransactionData.xaml の構成 

Orchestrator キュー以外をソースとするトランザクションが複数ある場合は、引数 

in_TransactionNumber をインデックスとして使い、処理対象の適切なトランザクションを

取得します。残りのトランザクションがなくなったら、out_TransactionItem を「Nothing」

に設定し、プロセスを終了します。 

GetTransactionData.xaml ワークフローは、既定では Orchestrator キューの使用を前提と

します。そのため、最初のアクティビティでは新しいトランザクションを Orchestrator キュー

から取得しようと試みます。この状況については「実際の例 1: キューを使用する」の例で説明

します。 

Orchestrator キューを使用しない場合は、[トランザクション アイテムを取得] アクティビ

ティを適切なロジックに置き換えてください。たとえば、トランザクションが DataTable の

行である場合は、現在のトランザクションに対応する行をここで取得します。この場合の例につ

いては「実際の例 2: 表形式データを使用する」をご覧ください。 

最後に、主にログと可視化のため、このワークフローの省略可能なステップで、トランザクショ

ン アイテムの補足情報を追加して利用できることに注目しましょう。たとえば、あるプロセス

のトランザクション アイテムが請求書である場合は、out_TransactionID に請求書番号、

out_TransactionField1 に請求日、out_TransactionField2 に請求金額を代入できます。

カスタム ログ フィールドを使用したログについて詳しくは、「ログ」をご覧ください。 

Process.xaml 

Process.xaml ワークフローは、業務プロセスの主要なステップを呼び出すために使用します。

一般的に、このような主要なステップは複数のサブワークフローを使って実装します。主な引数



  

   

 

は in_TransactionItem で、処理対象のデータを表します。引数 in_TransactionItem の

既定の型は QueueItem であり (表 7)、DataRow、String、MailMessage などの他の型

を使用する場合は変更する必要があります。 

表 7: Process.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_TransactionItem 処理対象のトランザクション アイテムです。 既定値なし 

in_Config プロセスの構成データ (設定、定数、およびア

セット) を格納するディクショナリ構造です。 

既定値なし 

 

処理中に BusinessRuleException がスローされた場合は、現在のトランザクションはス

キップされます。別の種類の例外が発生すると、現在のトランザクションはリトライの構成に

従ってリトライされます。 

Framework\SetTransactionStatus.xaml 

SetTransactionStatus.xaml ワークフローは Framework フォルダーにあり、各トランザ

クションのステータスを設定しログに記録します。ステータスは、成功、ビジネス例外、および

システム例外の 3 つのいずれかになります。 

プロセスのルールに反する状況はビジネス ルール例外に分類され、BusinessRuleException 

オブジェクトで表されます。トランザクションの処理は中止されます。例外を引き起こした問題

が解決されるまで結果は同じになるため、トランザクションはリトライされません。たとえば、

メールの添付ファイルを読み取るプロセスで送信者がファイルを添付していなかった場合は、

ビジネス ルール例外とみなされます。この場合、トランザクションを直ちにリトライしても、

結果は変わりません。 

その一方で、BusinessRuleException と異なる型の例外はシステム例外に分類されます。こ

の種類の例外が発生したときは、プロセスに関連するアプリケーションを閉じてから再度開い

た後で、トランザクション アイテムをリトライできます。この動作は、自動化対象のアプリケー

ションの問題 (システムのフリーズなど) で例外が発生したのであれば、アプリケーションの再

起動で問題が解決する可能性があるという考えに基づいています。 



  

   

 

トランザクションのソースが Orchestrator キューである場合は、[トランザクションのステー

タスを設定] アクティビティを使ってステータスを更新します。また、リトライ メカニズムも 

Orchestrator によって実装されます。 

Orchestrator キューを使用しない場合は、スプレッドシートの特定の列に書き込むなどしてス

テータスを設定できます。このような場合、リトライ メカニズムはフレームワークにより制御

されるので、リトライ回数は構成ファイルに定義します。 

SetTransactionStatus.xaml ワークフローの最後に、io_TransactionNumber がインク

リメントされます。これにより、次に処理するトランザクションが取得されます。

SetTransactionStatus.xaml のその他の引数について詳しくは、表 8 をご覧ください。 

表 8: SetTransactionStatus.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_Config 構成データを格納するディクショナリ構

造です。 

既定値なし 

in_SystemException ステート間の遷移中に使用する例外変数

です。 

既定値なし 

in_BusinessException ステート間の遷移中に使用する例外変数

です。 

既定値なし 

in_TransactionItem 処理対象のトランザクション アイテムで

す。 

既定値なし 

io_RetryNumber この変数は、システム エラーの際に処理

のリトライを試行する回数を制御します。 

既定値なし 

io_TransactionNumber トランザクション アイテムのシーケン

シャル カウンターです。 

既定値なし 

in_TransactionField1 トランザクション アイテムの情報をオプ

ションで追加できます。 

既定値なし 



  

   

 

引数 説明 既定値 

in_TransactionField2 トランザクション アイテムの情報をオプ

ションで追加できます。 

既定値なし 

in_TransactionID 情報提供とログのために使用するトラン

ザクション ID です。 

既定値なし 

 

Framework\RetryCurrentTransaction.xaml 

RetryCurrentTransaction.xaml ワークフローは Framework フォルダーにあり、フレー

ム ワ ー ク の リ ト ラ イ  メ カ ニ ズ ム を 管 理 し ま す 。 シ ス テ ム 例 外 が 発 生 す る と 

SetTransactionStatus.xaml で呼び出されます。 

リトライ方法は Config.xlsx に定義される構成に基づきます。「設定」で説明したとおり、

MaxRetryNumber 定数の値が「0」に設定されている場合、リトライは Orchestrator で管

理されます。MaxRetryNumber の値が「0」を超える場合、リトライはフレームワークによっ

てローカルで管理されます。RetryCurrentTransaction.xaml の引数について詳しくは、表 

9 をご覧ください。 

表 9: RetryCurrentTransaction.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_Config プロセスの構成データ (設定、定数、および

アセット) を格納するディクショナリ構造

です。 

既定値なし 

io_RetryNumber システム例外の場合に、トランザクション

処理のリトライ試行回数を制御するために

使用します。 

既定値なし 

io_TransactionNumber トランザクション アイテムのシーケン

シャル カウンターです。 

既定値なし 



  

   

 

引数 説明 既定値 

in_SystemException ステート間の遷移中に、ビジネス例外以外

の例外を表すために使用します。 

既定値なし 

in_QueryRetry リトライ プロシージャを Orchestrator 

キューで管理するかどうかを示すために使

用します。 

既定値なし 

 

Framework\TakeScreenshot.xaml 

このワークフローは Framework フォルダーにあります。画面全体のスクリーンショットを

キャプチャし、拡張子を PNG として引数 in_Folder (表 10) に指定されたフォルダーに保

存します。 

表 10: TakeScreenshot.xaml の引数 

引数 説明 既定値 

in_Folder スクリーンショットを保存するフォルダー

のパスです。 

既定値なし 

io_FilePath 撮影するスクリーンショットのパスと名前

を指定するオプションの引数です。 

既定値なし 

 

トランザクションの処理中に例外が発生すると TakeScreenshot.xaml が呼び出されます。

このワークフローは既定ですべてのプロセスで使用されますが、特に、ユーザーの操作を伴わな

いプロセスの実行中に発生する問題のデバッグに役立ちます。人間がロボットを監視せず、した

がって問題が発生した時点で確認できない場合も、問題解決の手がかりが得られます。 

Framework\CloseAllApplications.xaml 

このワークフローは Framework フォルダーにあり、プロセスを終了して使用されたアプリ

ケーションを閉じるために必要なプロシージャを実行します。OpenAllApplications.xaml と



  

   

 

同様に、アクティビティを直接このワークフローに配置することも、サブワークフローを呼び出

してシステムからログアウトするなど、より複雑なステップを実行することもできます。 

フレームワークを使用する 

REFramework は UiPath Studio のプロジェクト テンプレートとして提供されています (図

8)。テンプレートを使用して作成されたプロジェクトには、フレームワークを構成するすべての

ファイルが自動的に含まれます。 

 

図 8: UiPath Studio の [ホーム] 画面にあるテンプレート メニュー 

フレームワーク ファイルへの変更 

プロジェクトを作成した後、自動化対象のプロセスの要件に応じて、次のファイルを変更する必

要があります。 

Data\Config.xlsx 

プロセスごとに異なる、必要な設定、定数、およびアセットを追加する以外に、次の変更を加え

ます。 

1. logF_BusinessProcessName 設定の値を、プロセスの名前に合わせて変更します。

この値はログの記録に使用され、このプロセスの実行時にフレームワークによって生成



  

   

 

されるすべてのログ メッセージに含まれます。 

2. ト ラ ン ザ ク シ ョ ン の ソ ー ス が  Orchestrator キ ュ ー で あ る 場 合 は 、

OrchestratorQueueName 設定の値を Orchestrator に定義されているキューの名

前に合わせて変更します。プロセスでキューを使用しない場合は、この行を削除して 

Constants シートの MaxRetryNumber の値を「0」より大きい整数に変更すると

安全です。これは、システム例外で失敗したトランザクションをロボットがリトライす

る回数を示します (詳しくは、「設定」をご覧ください)。 

Main.xaml 

まず、プロセスのトランザクションの種類に従って、TransactionItem 変数の型を設定しま

す。既定の型は QueueItem ですが、たとえば、行を Excel ファイルから読み取る場合は 

DataRow に、メール アカウントからメールを取得する場合は MailMessage に変更できま

す。 

キューを使用する場合、さらに変更する必要はありません。ただし、型を変更した場合は、

GetTransactionData.xaml、Process.xaml、および SetTransactionStatus.xaml ワー

クフローも更新する必要があります。これらのワークフローでは変数 TransactionItem の型

を QueueItem と想定しているためです。このような更新の方法の例については、「実際の例 

2: 表形式データを使用する」をご覧ください。 

上記のワークフローを調整した後で、関連する [ワークフロー ファイルを呼び出し] アクティ

ビティから渡す引数も更新する必要があります。GetTransactionData.xaml は [トランザク

シ ョ ン  デ ー タ を 取 得 ] ス テ ー ト で 呼 び 出 さ れ 、 Process.xaml と 

SetTransactionStatus.xaml は [トランザクションを処理] ステートで呼び出されます。引

数を更新するには、図 9 に示すように [ワークフロー ファイルを呼び出し] アクティビティ

の [引数をインポート] ボタンをクリックして、調整した引数に渡す変数を入力します。 



  

   

 

 

図 9: 呼び出すワークフローの引数の更新 

Framework\GetTransactionData.xaml 

Orchestrator キューを使用する場合、トランザクションは既定で含まれる [トランザクション 

アイテムを取得] アクティビティによって取得されます。また、GetTransactionData.xaml 

ワークフローを変更する必要はありません。 

トランザクション アイテムの型が QueueItem 以外である場合は、out_TransactionItem 

引数の型をトランザクション アイテムの型 (DataRow や MailMessage など) に合わせて

変更します。新しいデータ ソースを定義するには、このワークフローの最初のアクティビティ

である [トランザクション アイテムを取得] を、適切なデータ取得方法に置き換えます。たと

えば、[範囲を読み込み] アクティビティを使用してスプレッドシートからデータを取得し、

io_TransactionData 引数に保存します。その後、Main.xaml の [トランザクション データ

を取得] ステート内でこのワークフローを呼び出す [ワークフロー ファイルを呼び出し] アク

ティビティに、新しい型の out_TransactionItem が反映されていることを確認します。 

データ ソースを定義したら、トランザクション アイテムを取得するステップを含める必要が

あります。トランザクションが 1 つしかない場合は、引数 in_TransactionNumber の値が

「1」である (そのトランザクションが最初で唯一のものである) かどうかを確認し、トランザ

クション アイテムを out_TransactionItem に代入します。in_TransactionNumber の

値が「1」以外のときは、out_TransactionItem を「Nothing」に設定します (図 10)。 



  

   

 

 

図 10: 単一のトランザクションを処理するプロセスの構成 

トランザクションが複数ある場合は、引数 in_TransactionNumber をインデックスとして

使い、処理対象の適切なトランザクションを取得します。残りのトランザクションがなくなった

ら、out_TransactionItem を「Nothing」に設定し、プロセスを終了します (図 11)。 

 

図 11: 複数のトランザクションを処理するプロセスの構成 

オプションで、このワークフローの最後の [トランザクション情報をログ フィールドに追加] 

シーケンスで [代入] アクティビティを使用して、トランザクション アイテムの情報を追加で

きます。たとえば、請求書処理の自動化に関するレポートを作成するには、「ログ」で説明した

ように、out_TransactionID に請求書番号を、out_TransactionField1 に請求日を、

out_TransactionField2 に合計額を保存できます。図 12 をご覧ください。 



  

   

 

 

図 12: カスタム ログ フィールドの構成 

Process.xaml 

Orchestrator キューを使用する場合、Process.xaml に特別な変更を加える必要はありませ

ん。このワークフローでは、各トランザクション アイテムに in_TransactionItem 引数を使

用 し て ア ク セ ス で き ま す 。 た と え ば 、 請 求 書 処 理 の 自 動 化 プ ロ ジ ェ ク ト で は 、

「 in_TransactionItem.SpecificContent("InvoiceNumber") 」 で 請 求 書 番 号 を 取 得 し 、

「in_TransactionItem.SpecificContent("TotalAmount")」で合計額を取得することが考えら

れます。 

Orchestrator キューを使用しない場合は、in_TransactionItem 引数の型を Main.xaml の

変数 TransactionItem の型に合わせて変更します。その後、Main.xaml の [トランザク

ションを処理] ステート内でこのワークフローを呼び出す [ワークフロー ファイルを呼び出

し] アクティビティに、新しい型の in_TransactionItem が反映されていることを確認しま



  

   

 

す。 

Framework\SetTransactionStatus.xaml 

「 Framework\SetTransactionStatus.xaml 」 で 説 明 し た と お り 、 こ のワー ク フ ロ ー は 

Process.xaml ワークフローの実行後に呼び出され、処理ステップの結果に従ってトランザク

ションのステータスを設定します。 

プロセスのデータ ソースが Orchestrator キューである場合は、キュー アイテムのステータ

スは既定で [トランザクションのステータスを設定] アクティビティによって更新されます。

このワークフロー ファイルの変更は不要です。 

Orchestrator キューを使用しないプロセスの場合、in_TransactionItem 引数の型を調整す

るだけでなく、適切なステップを実装してトランザクションのステータスを設定する必要があ

ります。その後、Main.xaml の [トランザクションを処理] ステート内でこのワークフローを

呼 び 出 す  [ ワ ー ク フ ロ ー  フ ァ イ ル を 呼 び 出 し ] ア ク テ ィ ビ テ ィ に 、 新 し い 型 の 

in_TransactionItem が反映されていることを確認します。 

トランザクションのステータスの追跡が不要な場合は、in_TransactionItem 引数の型を 

QueueItem のままにして、Main.xaml の [トランザクションを処理] ステートの [ワーク

フロー ファイルを呼び出し] アクティビティの対応する引数に、値「Nothing」を渡すだけに

することができます。図 13 をご覧ください。 



  

   

 

 

図 13: SetTransactionStatus.xaml を呼び出すときの引数の構成 

実際の例 1: キューを使用する 

最初の例では、Invoices (請求書) という名前の Orchestrator キューに、請求書番号、日付、

および合計額などの請求書に関するデータが含まれている場合を考えてみましょう (図 14)。 



  

   

 

 

図 14: Invoices (請求書) キューに含まれるキュー アイテムの詳細 

「フレームワーク ファイルへの変更」の説明に従って、請求書の処理を次の手順で実装できま

す。 

1. Data\Config.xlsx ファイルの Settings シートで、OrchestratorQueueName 

パラメーターの値を「Invoices」に変更し、logF_BusinessProcessName パラメー

ターの値を「InvoiceProcessingSample」に変更します。 

2. InitAllApplications.xaml ファイルで、プロセスで使用するアプリケーション (請求

書登録システムなど) の起動とログインを実装するワークフローを呼び出します。 

3. CloseAllApplications.xaml ファイルで、ログアウトと使用したアプリケーションの

終了を実行するワークフローを呼び出します。必要に応じて、KillAllProcesses.xaml 

ファイルを使用して追加のクリーンアップ ステップを実行します。 

4. Process.xaml ファイルで、実際の請求書処理ステップの実装に必要なワークフロー

を呼び出します。処理ステップには、登録システムの適切な画面にアクセスしたり、[ク

リック] や [文字を入力] などのアクティビティを使って各請求書を登録したりする

処理が含まれます。 

上の手順からわかるとおり、データ ソースとして Orchestrator キューを使用する場合は、フ

レームワークに必要な変更は多くありません。フレームワークは構成ファイル内のキュー セッ

トと自動的に通信し、1 回に 1 つのトランザクション アイテムを取得し、処理の結果に従っ

てアイテムのステータスを更新します (図 15)。 



  

   

 

 

図 15: キュー アイテムの更新されたステータス 

実際の例 2: 表形式データを使用する 

2 番目の例では、図 16 に示すように、Excel スプレッドシートに保存されている請求書デー

タを使用します。スプレッドシートの各行に 1 件の請求書に関するデータが含まれているため、

データを TransactionData 変数に読み込み、TransactionItem の型を DataRow に変更

する必要があります。そのため、次の変更を加えます。 



  

   

 

 

図 16: スプレッドシートの請求書データ 

1. 最 初 の 例 の よ う に 、 Data\Config.xlsx フ ァ イ ル の  Settings シ ー ト で 、

logF_BusinessProcessName の値を「InvoiceProcessingSample」に変更します。

た だ し 、 デ ー タ  ソ ー ス が  Orchestrator キ ュ ー で は な い た め 、

OrchestratorQueueName の 行 を 削 除 し ま す 。 新 し い 設 定 パ ラ メ ー タ ー 

SampleDataFilepath を追加し、その値として処理対象の請求データを含む入力 

Excel フ ァ イ ル の パ ス を 指 定 し ま す 。 た と え ば 、

「Data\Input\InvoiceSampleData.xlsx」(図 17) です。 

 

図 17: Config.xlsx の Settings シート 

2. Data\Config.xlsx ファイルの Constants シートで、MaxRetryNumber の値を

「0」より大きい整数に変更します。「設定」で詳しく説明したように、この値はシステ

ム例外の発生時に処理をリトライする回数を示します。この例では「2」に変更します。 

3. Process.xaml ワークフローで、引数 in_TransactionItem の型を QueueItem 

から DataRow に変更します。また、実際の請求書処理ステップを実装するワークフ



  

   

 

ローを呼び出します。処理ステップには、登録システムの適切な画面にアクセスしたり、

[クリック] や [文字を入力] などのアクティビティを使って各請求書を登録したりす

る処理が含まれます。 

4. GetTransactionData.xaml ワ ー ク フ ロ ー で  out_TransactionItem の 型 を 

DataRow に変更し、さらに、既存の [トランザクション アイテムを取得] アクティ

ビティを削除します。この例では Orchestrator キューを使用しないためです。この場

合、トランザクション アイテムを正しく取得するには 2 つのチェックが必要です。こ

れらは次のように実装します。 

a. [条件分岐] アクティビティを追加して、データ ソースが「io_TransactionData 

Is Nothing」の条件で初期化されたかどうかを確認します (図 18)。初期化さ

れていない場合は、[範囲を読み取り] アクティビティを使用して、構成ファイ

ルに定義されているパスで指定された Excel ファイルからスプレッドシート

を 読 み 取 り ま す 。 こ の と き 、 パ ス は

「in_Config(“SampleDataFilepath”).ToString」で参照します。 

 

図 18: データ ソースの初期化 (io_TransactionData)  

b. その後、GetTransactionData.xaml ワークフローが実行されるたびに 1 行

を取得するロジックを実装する必要があります。これを行うには、別の [条件

分岐] アクティビティを追加して、条件「io_TransactionData.Rows.Count 

>= in_TransactionNumber」を設定します。この条件によって、処理対象の行

があるかどうかを確認します。未処理の行がある場合は [代入] アクティビ

ティを使用して、適切な行を現在のトランザクション アイテムに設定します。



  

   

 

このとき、適切な行は「io_TransactionData.Rows(in_TransactionNumber - 

1)」で参照します。引数 in_TransactionNumber を使って現在処理中の行

を追跡することに注意してください。未処理の行が残っていない場合は、

out_TransactionItem に「Nothing」を代入します (図 11)。フレームワー

クによる新しいトランザクションの取得の試行を防ぐため、「Nothing」を代入

する必要があります。 

5. SetTransactionStatus.xaml ワークフローを次のように変更して、トランザクショ

ンのステータスが、入力スプレッドシートの Processed 列で追跡されるようにします 

(図 16)。まず、in_TransactionItem の引数の型を QueueItem から DataRow 

に変更します。処理の結果に従って入力 Excel ファイルの Processed 列を更新する

ため、次のステップを実装します。 

a. [成功] シーケンスで [TransactionItem が QueueItem の場合 (成功)] 

という名前の [条件分岐] アクティビティを削除し、代わりに [セルに書き込

み] アクティビティを追加します。このアクティビティのプロパティで、[テキ

ス ト ] プ ロ パ テ ィ に 「 " は い " 」 を 、 [ ブ ッ ク の パ ス ] プ ロ パ テ ィ に

「in_Config("SampleDataFilepath").ToString」を、[セル] プロパティに

「"D"+(io_TransactionNumber+1).ToString」を設定します (図 19)。「"D"」

は Processed 列を指します。「io_TransactionNumber+1」によって表見出

しをスキップし、正しい行に書き込みます。 

 

図 19: [セルに書込み (成功)] アクティビティの構成 

b. 前の手順と同様に、[ビジネス例外] シーケンスで [TransactionItem が 

QueueItem の場合 (ビジネス例外)] という名前の [条件分岐] アクティビ

ティを削除し、代わりに [セルに書き込み] アクティビティを追加します。この

アクティビティのプロパティの値はトランザクションが成功した場合と同じで

すが、[テキスト] プロパティに「"いいえ (ビジネス ルール例外)"」を設定す

る必要があります。 



  

   

 

c. 最後に、[システム例外] シーケンスで [TransactionItem が QueueItem 

の場合 (システム例外)] という名前の [条件分岐] アクティビティを削除し、

代わりに [セルに書き込み] アクティビティを追加します。ここでも、[値] プ

ロパティを除き、トランザクションが成功した場合と同じプロパティ値を使用

します。[テキスト] プロパティは「"いいえ (システム例外)"」に設定する必要

があります。 

6. Main.xaml ワークフローで、変数 TransactionItem の型を QueueItem から 

DataRow に変更します。この変更によって、ワークフローのさまざまな個所にアラー

トが表示されることに注意してください。これは、新しい型が [ワークフロー ファイル

を呼び出し] アクティビティに定義済みの引数の型と互換性がないことを示していま

す。次の [ワークフロー ファイルを呼び出し] アクティビティの [引数をインポート] 

ボタンをクリックして、TransactionItem 変数を対応する引数に設定します。 

a. [トランザクション データを取得] ステートの [GetTransactionData ワー

クフローを呼び出し] アクティビティ 

b. [トランザクションを処理] ステートの [Process ワークフローを呼び出し] 

アクティビティ。これは、[トライ キャッチ] アクティビティの [Try] ブロッ

クで実行します。 

c. [トランザクションを処理] ステートの [SetTransactionStatus ワークフ

ローを呼び出し] アクティビティ。これは、[トライ キャッチ] アクティビティ

の [Finally] ブロックで実行します。 

7. InitAllApplications.xaml ワークフローで、プロセスで使用するアプリケーション 

(請求書登録システムなど) の起動とログインを実装するワークフローを呼び出します。 

8. CloseAllApplications.xaml ワークフローで、ログアウトと使用したアプリケーショ

ン の 終 了 を 実 行 す る ワ ー ク フ ロ ー を 呼 び 出 し ま す 。 必 要 に 応 じ て 、

KillAllProcesses.xaml ワークフローを使用して追加のクリーンアップ ステップを

実行します。 

9. Process.xaml ワークフローで、実際の請求書処理ステップを実装する必要なワーク

フローを呼び出します。処理ステップには、登録システムの適切な画面にアクセスした

り、[クリック] や [文字を入力] などのアクティビティを使って各請求書を登録した

りする処理が含まれます。 



  

   

 

要約すると、上記の手順では、Excel ファイルから請求書に関するデータを読み取り、ファイル

の各行をトランザクションとして使用します。トランザクションの処理後、処理の結果 (成功、

ビジネス例外、システム例外) に応じて Processed 列を更新します。 

最後に、メール (MailMessage) やファイルへのパス (String) など、他の種類のトランザク

ションにも同じステップを適用できることに注意してください。 

テスト フレームワーク 

REFramework には、ワークフローの自動テストを容易にするテスト機能も含まれています。1 

つずつテストして結果を手動で確認する代わりに、ワークフローの予測される結果 (成功、ビジ

ネス例外、およびシステム例外) を指定して、実際の結果と一致するかどうかを確認できます。 

構成 

テストの実行は自動化できますが、テスト自体の準備は重要なポイントです。 

テストを準備する方法の 1 つは、引数に既定値を使用し、テスト ケースに応じて手動で規定値

を変更することです。ただしこのアプローチでは、毎回手動で変更する必要があるためにさまざ

まな入力のテストが難しくなるだけでなく、デバッグしにくい問題が発生することがあります。

たとえば、開発者が引数に既定値を設定したことを忘れて、引数を指定せずに [ワークフロー 

ファイルを呼び出し] アクティビティを使用した場合、ワークフローの実行結果は成功になり

ますが、実際の処理データではなく、既定値に基づく誤った値が返されることになります。 

もう 1 つのアプローチは、テスト対象のワークフローを呼び出す補助的なテスト ワークフ

ローを作成することです。引数として渡すさまざまな値をループを使って制御しながらワーク

フローを呼び出すことができるため、さまざまなケースを容易にテストできます。 

使用例 

前述の 2 番目のアプローチに基づいて、ACME System 1 (https://acme-test.uipath.com/) 

という Web システムにログインするワークフローのテストを作成する必要があるとします。

ACME System 1 にログインするワークフローの実装例として、System1_Login.xaml を図 

20 に示します。 



  

   

 

 

図 20: System1_Login.xaml 



  

   

 

「例外処理および例外からの回復」で説明したとおり、プロセスの通常の実行を妨げる状況を示

すために BusinessRuleException 例外をスローするのは、開発者の責任です。 

そのような例外処理のため、この例では新しいフローチャート ワークフローを作成して 

System1_Login_ConfirmLogin.xaml という名前を付け、図 21 に示すステップを追加し

ます。ダッシュボード ページが見つからない場合は、エラー メッセージを示すダイアログを探

します。ダイアログが存在する場合は渡した資格情報に問題があることを意味するため、[クリッ

ク] アクティビティによってダイアログが閉じられた後に BusinessRuleException をス

ローする必要があります。ログインに失敗したにもかかわらずエラー メッセージのダイアログ

が存在しない場合、Exception をスローしてシステム例外が発生したことを示します。 

 

図 21: System 1 のログイン確認 

最後に、図 20 の下部に示すとおり、System1_Login.xaml で [クリック] アクティビティ

の 後 に  [ ワ ー ク フ ロ ー  フ ァ イ ル を 呼 び 出 し ] ア ク テ ィ ビ テ ィ を 配 置 し て 、

System1_Login_ConfirmLogin.xaml を呼び出します。 

System1_Login.xaml ワークフローを作成したら、次のテスト ワークフローを追加します。 



  

   

 

1. System1_Login_Success_Test.xaml: ログインに成功したのでダッシュボードに

遷移します。 

2. System1_Login_IncorrectCredential_Test.xaml: メールまたはパスワードが正

しくないためログインに失敗しました。BusinessRuleException をスローします。 

3. System1_Login_SystemFailure_Test.xaml: サーバーまたはブラウザーの問題

のためログインに失敗しました。 

次に、System1_Login.xaml を呼び出して望ましい結果を生成する引数を渡すことにより、

テスト ワークフローを実装します。System1_Login_Success_Test.xaml で引数として正

し い 資 格 情 報 を 受 け 取 り ま す  ( 図  22) 。

System1_Login_IncorrectCredential_Test.xaml で空の資格情報または誤った資格情報

を受け取ります。System1_Login_SystemFailure_Test.xaml をテストするには、Web シ

ステムの応答を遅延させたり SelectorNotFoundException などの例外を発生させたりす

る接続の問題など、システム例外を発生させる可能性のあるシナリオをエミュレートする必要

があります。 

 

図 22: System1_Login_Success_Test.xaml の実装 



  

   

 

テスト ワークフローを作成したら、Tests\Tests.xlsx (図 23) の Tests シートに追加しま

す。このシートは、フレームワークによって実行されるテストの一覧です。テストを実装する

ファイルの名前以外に、ExpectedResult 列に、ワークフローの予測される実行結果として 

「Success」、「BusinessException」、または「SystemException」を入力します。 

 

図 23: 実行するテストのリスト (Test\Tests.xlsx の Tests シート) 

テストの実行結果が後続のテストに影響しないように、システムを各テストの開始前の状態に

戻す必要があります。この例でシステムを開始前の状態に戻すには、テストで開いたブラウザー

のウィンドウを閉じる必要があります。そのため、CloseAllApplications.xaml ワークフロー

に [ブラウザーにアタッチ] アクティビティを追加し、その内部に [タブを閉じる] アクティ

ビティを追加します。タブが閉じるように設定するには、ブラウザー ウィンドウを表示し、セ

レクターを「<html title='ACME System 1*'/>」に変更します。これにより、ログインに失敗

したときに、ダッシュボード画面とログイン画面のどちらでもタブを閉じることができます。最

後 に 、 Tests\Tests.xlsx フ ァ イ ル に リ ス ト さ れ て い る 各 テ ス ト の 後 に 

Framework\CloseAllApplications.xaml を追加します。 

その後、RunAllTests.xaml ワークフローを実行すると、定義済みのテストを自動的に実行で

きます。結果は Tests.xlsx の Results シートに書き込まれます (図 24)。さらに 

TestLog.txt ファイルが開き、テストの実行ログが表示されます。 

 

図 24: テスト結果 (Test\Tests.xlsx の Results シート) 

Tests.xlsx に指定した順序でテストが実行されることに注意してください。これは、たとえば

特定のアプリケーションとの相互作用をテストする必要があるが、そのアプリケーションを開

くワークフロー (InitAllApplications.xaml など) を以前に実行していない場合に影響があ

ります。そのような場合セレクターが見つからないため、システム例外になる可能性があります。 



  

   

 

最後に、同じワークフローを複数回テストする場合は、Tests.xlsx にそのテストを繰り返し指

定する必要があることに注意してください。 

拡張機能の配布とサポート 

REFramework は MIT ライセンスの下で利用可能です。テンプレートとして UiPath Studio 

または https://github.com/UiPath/ReFrameWork 経由で配布されます。 

お客様およびパートナー企業様におかれましては、個々のユース ケースや特定の種類のトラン

ザクションに対してフレームワークを適用する際、拡張機能の手順をご理解のうえ、ユーザー様

のニーズに合わせた変更を実装されるようお願いいたします。スプレッドシートのデータを使

用した拡張例については、「実際の例 2: 表形式データを使用する」をご覧ください。また、

REFramework をベースとするテンプレートを UiPath Go! からダウンロードできます

(https://go.uipath.com/)。 


